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1続サウジアラビア紀行⑨1

W乱むS泓waw童nからh泓a&hへの遣

W蝸録駅胴虹から醗数離へ

轟則鯛午前蟻時30分W拙鹸燃曲のキや汐軸

の輔はベッドがら抜け出すの淋億劫な程肌寒い宙

しかし今朝は調査が一段落して拙細kへ向がって

出発する目である故か金員が威勢よくベッドから飛び

出した.澄みきった高原の空気は冷んやりとして

将に価千金の清涼剤の敦費想曲調蛮薬務秘金部終わっ

てキャンプを完全ぬ撤収する時ならば陶発す鳶襲で紀は

かなりの時間壷翼するの湖蔓今国はテントも食糧も

その漢裏にして各自の身廻品や調査資1試料為よび

Jedd出へたどり着くまでの道中での必要な食糧墨炊事

用具を持てぱよいので慧めめて身軽想曲午前7時30

分紀朝食を終わり濤時⑳分紀金軍一斉紀聞発するζと

紀なった.これからおよそ蔓カ月間ζの輿地でキ

ャンプを見張りながら生活するのは園望紀絶対の忠誠

を醤費兵隊であるとともに対イドでもある勇と人夫の

ブブダラだけ花軸

ガイドとして調査隊と同行する連中は1鮎んぎ例外

なく射撃の名等であるがぞの容貌1体格1机の色など

はさまざまだ.そして敬虞な回教徒である彼欝は

ほとんど煙草を吸わないしたく巌しい忍耐心を備克

ているが時にはパイプをくわえてイキ秘篇減イサも

いる.(第13黛図)
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第131図WadiS岬awinから

Jedd出への旅行経路

小械泰二郎

胴発に際して私花ぢは米1野菜などの大部分鉦タ

バ滋の残砂を留守番の蟻人紀与えた軸20⑪⑪ガ濠ン入

のタンク湧一沙一紀は氷梯施讐ぷり入って潟り突発事

故に傭えてワゴンを五禽残してめるので憾をんど心鯛は

ない由キャンプの背後に広がる砂漠を一気ぬ渡妙花

陶着の丘を越えて一列縦隊紀並んだ惑台の箪は砂塵

を現わす濁を待ちつずけるの花ろう硅残る簑人紀は

別れ際に遅く&も嚢淘月後絃は帰繊て来る批塙把げ

れども如搬砥への往復の途串で突発的大事故に遭遇し

ないとは限らないしまた加dd出へ帰り着いて後

予定通りにこのキャンプヘの旅行の準備湯境了する保障

もない.苗

いかにベドウイン出身のたく塞しい蒙人麦はいえ狼

やノ､イエナが俳個するこの奥飽で畏期閥1ζ抽花りて

特紀定められ花驚常業務もなく単調な塗潜蜜慾ること

は楽ではない｡等ヤンプを出発してから潟よ儲o分後

の乳をし巷り紀すすめる抽レバンと呼ば

杓る夢クダの乳は泡並ち結構イケル苗

ベドウィンの多くは転浄を放浪の生活を

送る都含上一般隷庭に常備されている樫

多数の食欝を持っているわけでは匁いので

分の番になるとQを離窓ず紀㎞気にそ

餓籍い者秘五人でもいると順番を待つ違中の

欝搬鰯バイヅ薮く細象淀鉱働欝瀬篇

⑳戴イ芦アフ妙鳶竃部か蔭

⑳移住者で掻義�
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心中はまことに穏やかではなくどうかすると｢お前は

だけにこの'ト呼トの味は格別だ(第王33図)

AshS聰臓紘から小敵湿を越免紐海の汀終沿って

北へ進むと縞よそ婁破鰍で測災腕瀦池出虹着く再

静かな海瀞ζ縁診しくしやれ花瀞一ト秘浮んではいる

添この部落⑳戸数は杓ずが蜘戸ぽか資で湾用晶を商

ううす暗い店が王軒ある肥けだ硅部藩の東にAy醐na

のオァシスをもつこの寒村は酋代からイユｰメンとシ

リアの賞都ダ浄スカスを緕ぶ街遺の要所として位置し

現在もなお籔ルダン1除バノン1シ該アなどからサウ

ジァラビァヘ通ずる主要経路の一つ樽爾してはい繍婁

そのたたず凄いからは古代から現在へ璽る疑い年月紀わ

施る発展の跡が1舵んどみられない硅

のとがった部分を手で折ろうとしたカ切およばず靴の

かがとで折らざるを得なが吻た.

則鮎醐池出を遇ぎて無人の砂漠を北上すると間

もなく小慈なナツメヤシ林㍑0戸足らずの粗未な家か

屍吏る､L量灘を名付防られたζの部落は一見とる

紀屠りない存在ではあるが北爾サウジアラビァに分布

する籍三系の堆積べ一ズン似蜘bas切のほぽ申心地

としてこの禺で調査研究業務だ従事する地質学者の間

ではよく釦られている.午後亙時30分AshSh飢㎜ah

畿独b蔽との閥でもっとも大曹な部落で塗る幻臨d

紀到着し花由

遺傍ぽは井戸から汲み揚げられた清水が村人や旅人や

隷畜⑳喉を簑るほす揚所淋造られて潟算(第五跳図)

遺を顧ててそ⑳東側にはナツメヤシが簑っそ雪と茂って

緑蔭を作棚ている(第醐図)

この村綻は工o蟻戸ばかりの人家と立派な小学校雅あり

水汲み揚の近くには小麦畠蘇あ顯てこの村の豊かさが

一屍して感じられる花たず漢い想(第叉37図)

この水汲み場で汗と1沈りを流し一休みしている

ところに小学校餐年生の予供が思人もの珍しげ1こ近

寄りて慧花帝ζの予供達をうなカ婁して小麦畠の見える

所に宜獺た私は朱礼千万なζとを十分承知の上で予

供達の農作物に関する釦識の程度を如るために彼等に

著平の質閥を試みた｡

アラビァ半島の花酉端部はζζから酉方へ大慧く張

り出して欝霧次中東戦争の爆発点となりた丁玉鰍海

峡に臨む(第雌図)世芯の付近は海岸紀近い敬か盤

分と湿気とを含んだ遺はまるでアスファルトで補装され

たよ多に固凄りその爾側には盤分で園められた砂が力

物を連ね花盆ラ虹広か汐ている(欝醐図)韓識〕虻

欝鰯鰯淡総銚鰯搬諭災淡然彩隙祭貯灘騎湾ト潔套慈繋夢狐幾

達ずツメヤソの灘災綴欄怒隻の刺ひ努トを貯蔵し泌

劉己芯じて敢簑熾す

｢イシ･ハダ(これは何)?｣

9ハダ1ヘンタ(ごれは小麦です)3

けンタ･タｰクル･ノ㍉ダ(君達はζれを食べる)～

訂ヲア竜マア･アヅクル咀サウイ輯栄一ダラ(いいえ食ぺ婁せ

ん紛を作ります)｣

隙一ダかバス(粉芯けか)?｣

㌘パｰヂン1秒クイ1赤ブス(後でパンを作算ます)｣

欝鰯鰯瓢灘総灘懇以繋蟻護み蝪鵬縛轟滋蛾讃顯撚簸繍繊⑳碗糠分㌘圏

影ら枇濁鞠の義費終鋭い穆をしてを㌔義ので薦険である�
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｢アブウ･ワア･ウム･ノ㍉ツガｰ･サクイ1ハダ･ヘン勢1ツ

ア･ホンマ･ヤｰクル串泳ブ渓曲夢㎞ケン｡守ア帯アンダヅ

ク･ショゴノいワア1球ア硅孝一幻い妹ブス出ムシ楓ケダ

(藩達のお父蜜んやお母蜜んがζの小寮を作蕃ん鶯から彼欝

はパンを食べるけれぎも溝遼は仕壌をしないの怒からパン

を食べない､そう篶繁ないか)ね

りア･アブウ･ウム･ア森･津赤ド賞ア寄アナ1ア幻い

ホフスｰコンいサワ勢ワ(いや父も錫も見鶏も姉妹も

私も食べる,皆おなじです)J

は｡めて見花資本人の恋ど花だしいアラビア講の質問

に多少緊張した子供達ほやや控えめで1まある秘は

っきり'と返事をし花､

その農作物が自分達の生清を直接してい蕃怒は紀彼

等はそれカ童何であるかをよく如っているの溶るうかも

し則WajhやJed拙な塚虹住む遠刺ζ小麦の穂叡規

せても彼讐はそれ淋何であるかをほとんだ知らないだ

ろう珀もつともζ蚤したこをは漂本でも岡猛想串

北辺の地にしては割合紀豊かなそして人鱒も多いζの

村がヨルダンの拠A騨も出や独b故から紋海沿濠へ

旅する者にとって費重な休息場となっている慧をは確か

なのだがそれにしてはガソリン丑身ン芦もなくま

た遣路に薗する店もなく亀動車旅行者には少膚不便

だ.私達はこの村で煎ソリンを購入する予定で来た

のだか以前あったガソリン第夢ンドはすで紀閉慈れて

おり困ってしまった.これからTab砥蜜で絢300隻血

の悪路を走るには持合せのガソリンの量は十分でない.

しかし｢捨てる神あれぱ救夢神あ"で私達がヤシ

の葉蔭で休息している時緑色のナンバｰプレｰトを着

けた農林省のトラックが通りかかっ花串強心臓の持主

で口八丁手八丁の通訳は将に碍たりとばか簑紀その

トラックの運転手に手を上げて箪を停め慈せ外爽スマ

イルを満面ぽたたえて挨拶をはむめた古ガソリン獲得

第醐図創脇遺の翻藩暖あ義人ヱの絡ζの滋で鎌入縁欝蜜溝紡

家畜周の氷を汲勤滋の崖剰ご灘幻㈱1崩畠夢の勢卿萄嶋夢

水は予一参一で汲み鰯げられて池に注秘れる一労鍬料

水として水道にひかれている

の下心を胸紀秘め施通訳の態度は秘麓淋はずかし巷を

覚克為ほぜオｰバｰで馴れ馴批しく凄るで探し求め

ていた親は宰蚤やく巡資蓬支淀時のよ登杜鉄繭皮も

ζう蜜で徽底すれぱ屍上ばたもので何だかんだと息つ

く間もなくし却戎噌ているうちに彼は患うおうガ

ソリン1崎を分はてもらう慧&終成功した曲これでTa一

も吐蛮ではガソ双ンの心配は無燭淀串往冷虹して簑一る

さくそしてわずらわし慈を相事は与えるアタビァ人の兜

天艦の一つとも思爽る畏口説もζ夢いう場合にはそ

の劾カを十分紀発揮するものらしく串表資重花曲

相手の男の気が変わらぬ雪も紀早冷を減〃ンを獲保

し水を十分に補給し終免てから昼食の準備にかかった.

旅行申は茶店で昼食叡す婁港る落とが多いの芯秘ここ

紀は茶店もないので即席の勿呼ドで湯を細かしパン'

を魚の缶詰を紋茶をを詰めζむごと熔な繊施由

ζの員の夢彰に丁沁砥へ恕9資着くζとは困難なの

で人夫達も⑳んぴ夢したものだ畠遂鞠O分紀なりて

ようやく出発準備麦整免それから鳩分後紀一斉に出発

欝醐鰯鮎闘㌃献紬繍小護馳獅馳峨免られたナ

ツメヤシ�
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い.

む恕帯

搬脇忍を出発してからおよそ30毘血エ時間後記停

車しているトラック紀胸逢ゆ花岳芯⑳トラックは婦

人を混免ね｡人はかりの客を繁世で丁曲泌か壕幻

臨威へ胸う定期便だがパンクで並往生じてい花⑳鶯由

トラックの運転事も乗客も秘義紀｢チ泌一ブを五本

ゆずって欲しいJと必死に懇願し花苗｢予備のチ孤

㌃ブを持っていないのか?Jあ聞くを㌘持っていない｣

といヅ同行の自動車整備士紀予備⑫チ嵐一ブの有無

ともじそれを彼縛樽譲り花場合Tabu底漢での間で園る

ことがないかぎうかを簿ねるあ｢新緑の予備チ楓一ブ

があ資われわれの方は大丈夫ですJ紬巧のでTab止

で新品を買完る値段で等持を王水譲ること燃した皿

これで彼等は五時間半ばかり後紀は則臨蟻に着ける.

6時28分遣踏の分岐点1碩騰し花(篤螂図)有

へ行けばTab吐産へ行けば籔ルダンの刈A蝉b出で

ある自薄暮につつ蜜れたζの分岐点にはトタンブキ

の小惑な巌小屋添ぽつん鎧建っている瀞ずで人影はな

の騒埼しい声秘耳記入りたザ喧嘩でもないらしいカ重｣

と思いながら焚火を囲んでいる連中の所へ行りてみる

とA豆磁迂を最初に出発松花ダヘツラツラ(第醐図)

運転のジｰプか見当らない唖彼等の騒ぎの原因はこの

車淀曲川脇dを出発する直前に運転等達はζζで

野宿することを瞭含勅澄花はずなのに金く蜜1だ.以

前にごζを通岱たことのある運転等霧人と人爽2人が乗

っている章拒⑳でぷもや道を間違えたわけでもある寒い

が忍簑なったらむ花はた世ずに彼等の帰りを待つ

ほかない.

欝鰯魑塾独も泌遺鱈を搬紬簸滋途遺騰&顯鈴鱗廠遂幽灘侍遼

の風景銑勲シブけ鱒代釣花筒岩とこれを賛く無数の岩

脈(轟い織)と諸嶋鉦義泌の馴ζ狐古い河の跡と一部に

河簿段丘肋婁み亀紙墨

いずれ悠してもTah上への道をより先へ進んだか

また姓間違えて刈Aqabahの方へでも突走ったのだ

ろう.仮りにA1Aqaもahの方へ行ったとしてもここ

へ戻って来るだけのガソリンは十分にあるので大して

心配はない.夕食を終り焚火を囲んで雑談をしてい

る時北の空を人工衛星が横切っ花珪2等星位の明る

さでものすごい速さだ.同本では滅多にお員にかかれ

ないが湿気力葦少なくそして快晴の砂漠でキャンプ

欝鰯鰯滋騒幾⑳銭狐潔髪潔繋並添稼をゲ蜜盤締し鍵襲鱒蔓紗娼濃

鰍護引妻勢裏災ト1巴鰍叉を喝�
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あった､

している&人工衛星を現る機会は意外記多い畦はじ

めて人エ衛星を尾花時紀はい慈善か感動した淋ζの頃

では鵬あまたカΣ｣と思う程度で別記珍しくもない.

忠禰曲飽載でキャンプをしてい花頭人工衛星が飛

んでいるζをを知っている人夫達の中でもそれが飛ん

でいるのを見冠者はいなか鴛たらしく明るく輝やきな

カ裏お飛ぶ人工衛星を教え施あζろ長期間の弗浄ンプて

い養さか退屈してい花彼等はその夜から人工衛星が

現われるのを待つようになった.そうした頃夜?時

墳から11時頃までに軌道を異にする人工衛星を3度み

かけ危ことかあ棚だがこの時の人夫達の質問は興味

深くいまだに忘れられない曲

鍛初の人工衛星を免た時

｢あれはぎむの国のですか～

｢アメ員カのかもしれないねJ

黛度目紀は

｢これもアメリカのですか?｣

｢ソ連のかもしれないよJ

そして3度目

｢そうだよ飛行機や軍艦を動かす滴かなかったから負

けたんだ幻という答克にこの勇は輿剣な護なさレ

で｢アラビアの油を全部やるからもう一度アメリ沸

やソ連と戦争して勝噌でくれJといっ花もの想皿

賢頃彼欝&生溝を剣ζしているとじの壌つの問答で

の彼等の態度は受け容れ難い大国は対する反抗心を

憎しみの表われ以殊の何裕のでもないことを痛感する､

｢滴梯ありても戦争をしてはいけないJと馴し施&して

も彼等の刺引漢それを素蔵紀聞入れようをしないも

のが少なからずい私そ多した彼欝⑳気持は世の多

くの人海熔は理解しがたいものかもしれない.

かりて彼等の祖先は籔一滅ツバから酉アジアにいた

る広大な領土を有レ花サラセン帝国の支配者として栄

光の座に霜臨し権勢を藩にしたしかし権撃久しか

らずその座を追われて以来藪棋紀の星霜は流れ施亜

そしてこの間緑なきこの大地の奥深く打ちひしかれ

て襖悩坤吟する彼等を鞭抑つかのよ萱に列強の経済侵

攻とサラセン帝團熔代りて権勢の座紀瀞沈強国の頓主

的野心の手は容赦なく文化果つる広野紀悲惨な姿で

欝雌團蟄愈シブ嚢ア線の鱗寝畿滋墨量鰯餐の腿餓遂麟;慧は氷梁の

規模様漣層理箇を爺す

欝蜘灘ら滋蝕嬢様�
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辛うじて生きるこの砂漠の民に迫った.

支配者の座を一度転落し花彼等は輯び砂漢に身を秘

めて以来他国者に対する醤滅心を異常な護で紀身紀つ

ける一方他国煮を羨望の黒で屍る芯とを釦らず蜘ら

ずのうちに習慣づげられていりた苗

時は流れ莫大な當を等串紀収めた砂漠⑳民は汲め

だも風きぬその當を黒揚紀してそれ護で紀培かわれだ

卑屈な凄で⑳羨望とジ孤茅シｰ&の枠を一気紀鍍げ出て

再たぴ中東地域紀一躍して合頭すると共と憧界経済の

一つの鑓を擢る強園を築き上げ花甜ここ紀蚕吻て切

なく生きた煮の胸紀長年ぽわ花りて秘められて書た羨望

あジ甑ラシｰは虐た1ずた者への怒を恨みを反航心あに

当然変った抽無学文富の人夫濠の脳裏虹潜むそ雪した

ものが卒直窓讃現される場合先に述式た対誘の中で

の彼籍の言薬紀な鳶ぷう紀思免てな塾ない岨

簿跨串人爽瀧は夜空を焦秘す焚火の傍でトラン

プ坤徴閥識亭興岱ている蜻突然風紀乗ってエンジン

⑳欝が闘ζ免濤禽の箪湾酒の方から突走って書花咀

五資はダ叉ツラヅ費の箪で他の笈合はA五Aqab菰か

ら丁曲泌へ行く箪溢由ごの章の帰着を待ち細びてい

た人失達は一斉熔立上りて章に馳げ寄妙彼等の無事

を喜こんだ.

篤幽鰯籔瞼蔓滋労⑳繊灘で笈穣鐘し淀鰯鐙踊詳一ダ

チンパ舳プ紅一トの文寧獄上が鉱物鞍源局

窟下あ蝉蕊繋餅積下が姦偽で黒地終津レン㌘

禽で欝いてあ義

より近い故か風と共紀きびしい寒さが襲吻てきた.

赤冷と燃免る焚火の働び災ドを寄せ逐枚の毛布をす

ゆぽ壮かぶ唱てぬなり陵っい花苗吹蜜抜はる風は岩

を鳴蔭し砂粒は箪やベヅ将の金具を叩き身に纏夢毛

布き克脅を立ては篶めた苗きびしい最果ての地の夜だ.

午前6時30分相変らず風カ童強くベッドから抜け出

し花櫨端陵寒さが身体を突抜げる由水ほ手を切るよ

資な冷液窒で顔を洗雪の書免花めらわれる唖7時10

分悠焚火を魎んで朝食をと聾7時幽分には出発しだ.

彼等ほ亙th弧の分酸点を直進して地A嘩bahの方へ

向い分岐点から約70虹oの地点で同行した2台の車

に出逢い道を闇違えたζとをはじめて細欄たというこ

とだ.土地感紀優れ星を頼りに砂漢を馳け廻る先天

的特技を身につげ危彼籍でさ克時ぽはこうした聞違

いを趨こすことかある岳砂漠はやはり恐い串

夜は深冷&翼げ強い鳳が次きつげはじめた直こζ

はサウジァラビアの北の果.雪を戴くレバゾン山脈に

臨瞼数風鷺

野営地から篤よそ50舷の地点で風景はポ帥恕変わ

りこれ蛮で続い花先カンブ汐ア紀の花嵩岩や変成岩類

の上に勿ンブ抄ア紀の跳船ndst㎝eと呼ぽれる窮るい

オレンジ色の砂岩がほぼ水平にのって一きわ桑くしい

景観を塁している喧忍れから五00虹αぱかりの閻はこ

の砂砦のすばらしい風蝕地形と砂の海原の連続である幸

(篤蜘図)

欝雌鰯鷲剃闘慨漢夢1硯蒐藩綴紛縫翻叔蟻

鰯鮒鰯慧鳳蝕鮒蔓漆蔭瓢蕃芥均質働妻幾衡⑳整翼蜜瀞す�
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う20年近くも運転手稼榮をしてい蕃翻紀は鴛一渓の選

定をは｡めへ呼蜜恭蕎ζ誼の多い秘連添乗りているジｰ

ブの運転手は私達の忠告に逆らっているうちにとう

とう車を軟かい砂の申腔突込んでし蔑った(策雌図).

こうなるとあカミけ1ずあがく程車はもぐるだけ滅電車

から降りて砂をはね⑳は皆で押出す以於紀方法はな

い緕ちょっとし液滴断が得てしてζ勇いう事態を蒜起

するのでこうしたことに費やす時間は案外馬臨終なら

ない曲

Tabukまでおよそ30分位の位置にあ馴･高い遼紀さ

しかかった時完全な砂嵐紀なっ花山砂を含ん怒強風

は雨さ免混え視界距離はわずか藪～3肌芯曲鴛こか

らTaもukまでは道が良いので一気に走り抜けられ

るのだポ今目最後の行程を全員揃って無事は終るため

に全車寄り添警窯うはして集結した苗独b破の町

を員前にして人夫達の気持は多少冷静養を朱な噌ている

がこの砂嵐ではいくら身勝事な行動をしよ弓をして

もそれは不可能だ吉ドアを閉め蓄ゆていてもどζか

らともなく砂が入りζんでくる車の中に閉むこも櫛て

砂嵐赫通り過ぎるのを篶一りと待劣他紀方漆はなへ

30分ばかり過ぎて砂嵐は弱まり視界が訟なり開け

たとたんに全車一斉に出発した.久しぶりに晃る町

を員ざしてどの車も謹るで狸ったようにカミむしゃ

らは走りつづげた.無理もない由

午後警時脂分無察紀?ホ故紀到着した.この町

の酉側にある空港近くの広翻ζは脇澁ahや刈Ma･

搬幽への巡礼客を串策諾圏から麗んでき花バスやト

ラヅク添群をなしその周迦忍は無数の巡礼者秘それ

ぞれのグルｰブ艦紀炊事の準備をし花り雑談に興にて

いる岨

以前はこうした風景は地方では余りみられなかったの

花が毎牢アラブ月の王朋に行なわれる巡礼の折諸外

国から数10万人⑫人淋一時紀入国するので交通の中心

となっている加搬出なぎではたいへんに混雑しζれ

らの人達を等際次くさばく蔓と梯むずかしいので激府が

それぞれの入圏経路に応じて行動を規翻する款う紀決

めたから芯簑い簑風景が各地でみられるようになりた

の尼ろう誼丁沁疵の商人に&っては福の神の出現と

同じ淀,じれもア茅一の潟かげか｡丁沁破の人鰯

は抽ぷそ愛万人をいわれる､サウジアヲビア北部最大

の箪療基地湖夕絃軍人梯多い.遣傍の茶膚熔入りてみ

る&著い兵隊が⑳んび資と水煙章をふかしていた

(第1逐3図).

｢ダヘン1マァ1アンダッグシ姦ゴル(今仕事はないの)

�

rラア･マｰフイ･アシヤラツブ

い.煙草を吸う溶けさ)｣

濠湖たくのんぴ夢レ彪もの鶯｡

1ドハ岬ン･パス(いやな

この町には男予の小1帝学校が魂校攻子の小1申学

校が婁校努子の高等学較がヱ校あり人口の割りは教

育施設もまあ蜜あ整ゆてはいるか餐才で小学校に入学

し小学校儀年1中学校3年の教育を受けるわけ湖董

第i櫛図丁地幽の薬店で水煙箪蜜ふ養呼興灘

驚豆銘園丁幽泌の酬こ磯鳶酋い磐と欝典ご⑳鷲滅下のカが萄灰砦上の方

1主乾燥レン放を磁み璽ねて造撒てある上鮒こみら叙る翻畏い穴は銑眼�
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子供の就学率と卒業率は一体どの位尼ろうか.

町の中心になっている商店街を酉へ行くとやや小高

くなった所にトル臓時代の幾が麓りている(第幽囚).

ζの砦は余程輝緒秘あ蕃⑳秘羅籔涯爾紀は乃ンサム

で体格⑳賊'着い集隊瀦涯鑑懇欝彰陰瀞鴻｡

概蔽縫紙出郷槻鎚至鰯途への巡幸む蟹閥逓滋舵機先恋い

るせい想鳶夢跡は聯冷賑締が想､撚鐘瀦清澄慧⑳町

恋は唯一の猶懇穆篭搬腕蛙脇総脚減滋凋繊逐出莱稔

ばか堕怒じ商庸街縫雛蔭勅篇物鞍も豊窟濯帝小ざ⑪

ぱ抄し花店滝は簿溶製⑳障ンジ孫夢一ラ夢労1布類1

スポンジソｰヅ文房具1腕時論軸肢て宥滴ストｰブ

さ免遊んでいる｡薪よりも灯油の方がはるかに安いだ

け庭これからは寒さの慧びい塙厚地帯の一般家庭

やベドウィンの間ぽ石滴ストｰブが次籍忙重宝秘られ

るようになっていくかもしれない佃

3月21目海抜およそ五000鋤の高原の町の早朝窓か

らさしこむ朝のやわらかな光で目をさ讃したうるさ

晦搬出を経て3年前にこの唐を開い花そうだ.

中府の好人物で饒湾鴛一ラを無料でサｰビスしてくれ

た,小学校餐単生の彼の恩予A狐搬葛放h鮒至も父

親に似ておとなしくしかも利発だ(第145図)

慧時にホテルの支払を済ませた.お茶一杯サｰビス

す蕃おけではなし曜泊るたけの値段が960円.蚊と

蝿がわ秘もの顔で飛び廻っている部屋でブリキ張りの

組立てベッドで寝かされた割には高い.

人夫麓は績泊料を知って自分達カミ支払うわけでも

ないのに高すぎるとブウブウ文句をいっていたポ巡

I礼客か殺到する時期とあってはこの値段も止むを得な

い.

ユ舳ゴス脅ビアの巡礼

9時養分金軍一斉紀町負のガソリンスタンドを出

発した｡自動車は整備エ場ですでに点検溝みだしガ

ソリンは花ゆ溶り入っているし完全な補装道路を拙

脇搬出へ胸かって麓るだけなので気が楽だ.し

かし安纂な気持でいられる時には得てして突発事故

が起こるものらしい.私達が乗っていたジｰプは狐

鶴脇鰯聡厳蓋約離鷹鰍艶淡詮艦勢

中型トラックは先へ突走った輩輪を拾いに行き他の

軍紀乗っ花違串は赤ルトなどを探しに戻った(第1蛎図).

小さな部品怒から砂漠の中にでも跳ね飛ばされてい

れぱとても兇つからないだろ多と半ば静めかげんで連

離鱗鰯瀦後滋鱒労で塾離蜜趨&む紀調麓燭該舳ダ隻灘餓蜜綴す人

乗濠(後カめ人欝)�
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動車をほとんどみかけないこんな立派な道路で何故に

通過した.

果てしない砂漠の真只中を高遠で走る時は対象物添

ないのでスピｰド感カ派ぶり変わり映免のしない風景

の連続なのでまったく退屈である自巡礼客を乗せた

バスやトラックを見かけた時だけ若干の興瞭が湧く化け

だ.腹の虫がわめく直前のエ時30分に不出泌から270

長鰍繭の丁那麟のオアシ風紀着いた(欝螂図)清潔

窓な厚みじんもない茶店でしつりこい鰯の灘と喧嘩しな

がら昼食を済蜜せた後一休みしてこのオアシスを出発

しAnN㎡出の大砂漠の衝端(第149図)をかすめて

走聾続は絢螂㎞｡の地点でコンクリｰト造りの空家

を屍づけた曲

者が集りてこの象で泊るか葡遺するかを相談しはじめ

たが一家の串はものすごく汚ない上懲悪臭に満ちをて

も寝られる状態ではないので前携すること紀決岱た

午後δ鱒募れなずむ砂漠を鳴らす風か冷たくなって

書だ｡泊ることを予定して一旦停箪し再び兜へ進む

といラこ&は疲れもあって気分的紀も良いものでは

ないかζの家で泊ることは砂漠を擬にごる寝するζ

とをいとわない私淘αっても人夫溝にとってもとて

も出来ない由｡軍紀戻りここから§⑪㎞蘭の醐&ybar

'凄で走るこ&になったがζれから後約五時閥の閻車

内での請も絶えた.

6時20分に鮎象加鮒に着いた(鶏鳩⑪園)｡ここは

A1Maぷ鰍hへ螂脇の地点紀あるオアシスの村落再

村の入口には道路を挾んで広いナツメヤシ林があり

鑑灘灘簸

第醐図

伽澗撞の部藩の一線粗索匁劇顯切油しく拙鴨緑薬用輩が資繊く徽禽鋤尊が緯欄てい砺は茶膳�
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漆濾と湧く泉ぬは水汲みの女性の姿もみられ蕎｡経

済的紀はかな抄ゆとりのありそうな感膨熔が人家は少

なくひりそりをした落着巷の勅る村想,地Nぬd

の大砂漠に輝やく自熱の砂もみ免ず遺路の両側紀は真

黒の玄満岩塊嚇積重な脅でいるので野積するζとはむず

かしい由今夜は蜘円をふんぱつして薬唐の椅幸で

寝るより仕方淋ない茗

茶庸に嚢騰じで闘もなくコックは茶店の炊事場を

借りて夕食の準備悠かかっ怒ヨ今夜の御馳走は蛍

食が自飯で副禽は拳肉と野菜の煮込芯世長椅子ぽ腰掛

けての夕食が始襲った畠腹が空っぽ紀なっているので

中冷夢蛮い茗お芯る秘秘達の食事が始凄りて閥もな

くユｰゴ黒ラビアからの巡礼客秘私蓬の所へ来て食

物をのぞきはじめ花､簿本人の食事の揚蜜屍ることが

ほとんどないと思われる彼等⑳ぞうし花興瞭心を襲解欄

来ないではない秘肉を野菜のゴッ夢煮など見た則ζは

決してきれいではないし気悠す蜜いと思りてもやは

り多少は気になる､しかし今は空腹を満たし栄

養をとることが第一だ｢葵味いか?｣という彼等の質間

にけイワ1クワイエス1ジエヅダンJ(はいすごく

美瞭いですよ)北答えて食べることに精を出すことに

しだζの茶唐での一夜熔夜通し巡礼客淡並寄郷

て騒ぐので快適ではなかりたしかし塑抽を属葡

をじた彼等の欝むびを恩克ばこれもい淀しか花ない龍

餐麟遜謹紀寝鐘から出て洗顔した後嵐一ゴ夙ラビ

瑚泌衆鷲鴻バ渓が淳弧功経路を碗驚かかゆて来勉

がを釦りた薫琢彼縛の夏入紀闘いてみ為ζと紀した岳

一稼⑬瞭では翻禽紀著いその努は母園講以然の曽葉を

蜘島なな泌修くは岱め英語郊請しかは花秘駄簿ア費

どア譜で講しかけてもまりたく駄員で完全にお尋上げ芯曲

さらばと斌ンジュｰノン･ムッシュ･二!マンタレヴウ

グｰテン1モルゲン1ヴイ1ゲｰドェス･イｰネン

ブ泳ン1ジ嚢ルノ1:コｰメｰ黒タブエノス1ディア黒

'コ肴輯蕊黒ダウステとフランス語ドイツ語

イ夢抄ア語黒ペイン語と並べてみたが遂紀通むなか

ったも榔をも後の竣勿国語紀ついての私の知識はお

皐プζん1めは程度だからもしもごの遂吻国語の中

のどれかを相事秘十分紀こなすこ肋拙来たら私の方

淡しぷんぼりしたこと芯ろう曲唯残念なことは鳳一

ゴ孫ヲビァで健われている童ルビァ語1ク資アチア謡1'

ス滋ベユア語岬ケ汽鴛ア語の如識が私紀は蜜りたくな

がη稔こをで踏蕃罰何ともしりくりし柳､状態の壌人

に気がつい淀のか警0才位の品の良い人が私達の所へ来て

私紀アラぼア諮で挨拶してくれ花ので渡りぽ舟とばか

り紀その男性お誘をはじめた硅

この人は以前に短期間ではあるがサウジァラビア

で生活したことがあるらしくアラビァ語を少ししゃべ

る一私は早遠この旅行のことを聞いてみた岳彼

の謝はれぱ彼等を乗せてB壌◎g蝸δを出発したバス

(第胴園)はS◎f1a-s痂眺呈一A吐搬一D鐘触暴s㎝蔓

簸醐鰯蓬脳雛滋貿風録

欝醐鰯も鮎籔抽鮒約幾の逝く賛遊ぷ予洪達�
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繁醐園鮎壁曲鮒で休蕗する狐一ゴス多ど洲嶋き恕巡礼バ猟と審

一Tab止一AlMadinah-M拙ah-Je舶ah-A玉滅騒搬出

nah-Tabuk-Je㎜sale㎜一闘搬←A企醐一般勉を経

由してBeog醐δへ帰るということだ(第五臓図)甫

Beograδから珊M登din出蜜では簑週間淋かりだそう

花沸一行の申には70矛以上の老命者添幾人もいた誼

彼等の体力も慈ることな熊らイ浅茅狐教徒あしての信

仰心の強さ秘その支免紀なっているのかもしれない昌

私記旅行のこ&を讃してくれ花入淡請秘一し慧り終

った後でけメラを売ってくれJと私記頼んだ苗私は

これから後もその滋メ茅を仕壕のため悠使わなけれぱな

らないのでその理由を説明して彼の頼みを丁重紀断

ったそして念の為にに⑳動メ茅(資本で鶯珪600円)

を幾らで買雪つもりですか?Jと闘いてみた所}本

のカメラは素晴らしいから貴方の希望通資の価格で買う.

日本では400リアｰル(32,000円)でしょう｣という彼

の返事だった.

仕事が完全紀終り帰圏直帥にの人紀蓬っていたら

彼の頼みを心よく承諾して使い肯したそのカメラを無

償で進塁したかもしれない｡長期間紀わたる巡礼の旅

⑳詞録豊栄擾慧残す慧塗を念熔て榔輔メ茅の譲渡を

頼彩愁登⑳火秘簿泌巡批讃詮じて襲螂登講恐鳶遂鋤ギ

顯莱繊､鳶鴻濠杓柳泌綴多濠漢り花く気⑫講な忽な

蜜篶愁愁獺想杉燃慧慈か後鱗⑳念1鋤鴻扱る甜

第152図ユｰゴスラビアからメ茅魚へ樽巡軌幾鰯

臨甜へ⑳潰

醐薮加舷を胎発してからおよそ40虹籔走った頃右の

芳紀真貞の平地秘屍免花｡砂砂漠でもないζの付近に

ζれ憾星貞い砂飽秘鋤るおけはない山箪から降りてそ

ζへ行りで免て凄噌恕く驚い花卑その白い部分は塩潜

(鰯図)曲紋海沿岸地域では縄自の塩をレばじぱみが

は花もの湖婁海抜五000滋前後のζの高原で塩を見よ夢

とは夢紀も思わなかり施坤ど夢して芯⑳ぷうな現象が

起こるのか細るよしもないがこの塩は厚さ20c雌は

かりもあり結構の量だ.しかしこの塩を採取した

跡は蜜りたくみられなかった苗床い範囲悠みられるこ

の塩を地質1砦暦学的に調べてみた蟻恩い洲夕ない答が

得られるかもしれない淋今はそのゆおりはない､

ζ芯から王O㎞ばか夢寓へ行くと茶腐淋1軒踏る小惑

な部藩に着く岨人家は少なくしかも鮎殻池狐へ遊

いので街道熔圃じ花ζの茶唐1cほ客らしい智の姿も見

えない曲庸の主人も小間使も等持無沙汰でのんびりレ

たもの繊婁ζζには私の興味心をそそるものがあった

茶店の裏の井剤ζほ飽表から8㎜位の所紅水がありζ

の水は斌ンブアップ巻れて飲料水として利用蜜れて

いるが例紀洩れずζの井戸には蓋秘なく砂もゴ嚢

も入り放第だ(欝夏馳図)由井戸の近くでほ泥を原料&

した乾燥嫌瓦か作られている(篤工税関),泥をこねて

欝工艶鰯擁数隻.㈱燃節穣の高原で蒐花植

匁蕨紀擁瀦し液⑳か細からない

ζんな季己犬鑑の塩売葦どうしてこん�
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枠に入れて整形したものを強烈な太陽の光で乾かしただ

けのものだが出来上ゆたものは思り花よりも堅く指

先で崩すことは到底出来ない｡高原地帯の囲舎でみら

れる背い球はだいたいこの乾燥煉瓦で出来ているが中

海長持ちするよう淀､茶席の転売には面的､水入れが

招いて勤る帝防ム缶の両端を厚さ五0鰍滅かりの木

枠で巻いてドラム缶の申の水の量紀麻じてこれを転

秘しながの水を出すよう紀したものだ(第蝸図)

ド受ム缶を貯水夢シクあしで利周す墨ζとはごくあり

ふれ花ことだがζういう仕掛をしたものを見たのはは

じめてだ拮一対し花工夫だか申冷便利である串店の

若い男に｢アンダツク曲そツ淋1ケティｰル(賛労は利

口だね)｣と云ったら｢シ嚢ヅクラン(有難う)北羨っ

て紀ζ1はしれ叱苗便利な慧の水入れは案外

この店の看板の一つかもしれない串

正午刈脇搬出を望抄茶店紀箱書自動車を夏勘

所に集緕して(籍螂團)蕊⑳茶店で一休みするこあ

忙し花帝風通しのよい慧の茶唐は墨を流し花ような

玄武岩台地(第鰯図)を貿前にした年々良い場所に

ある岳珍しくソバ勿黒の多いこの店の空人のM流鵬謡

はまだ20才の若さ花(第王59図)､ここから見るA1

Mad五醐hの市街はJaMO趾｡dの山麓ぽひっそリと静

護りその中心豊なっている白亜の帝深ク(回教等院)の

裏ナレット(尖塔)が晴れ渡りた紺碧の窒悠映史て

実に葵くしい(第五60図)出人爽や運転写逮は則

M凱dinahの聖地憾詣でそして一夜をそこで過すこ

とを望んではいるのだが異教徒である私達がそこに立

入蔦ことが出来ないので彼等もそれを断念した抽

閥もなく秘漣はこの茶店を後はし建設途上の迂廻道

路を通ゆで加鎚ahへ通ずる補装道路へ出た珀ここ

から舶鎚曲までは螂｡籔㎞｡の道程である､後続の

車を待修一麻金軍榮合した上で出発しおよそ30分

走りてF1段y出に到着し淀山

脇搬出遺路ぽ繭するこの部落には割合いに小ざっ

ぱりし花燕唐秘数軒勘る曲私達はその中で一番大きく

しかも椅子の少ない店を選んで昼食をとることにした.

いつもならば長椅子に腰を掛けて食事をするのだカミこ

こでは土間にナツメヤシの葉で編んだアンペラ棒の

ものを敷きあぐらをかいてビスケッドウデ卵1魚

の箭請1紅茶の昼食を篶だ岩この昼食は強心臓の持主

であることを自他共ぽ許す通訳ぽよって計画されたもの

で敷物の借料はただ店に支払ったのは粗茶代と卵代

芯けだ昔脚αっては広い場所を長命と占領された

上紀敷物を清春れむかも大した銭を使ってくれない客

だけ紀良い迷惑花､いささか気がとがめるか俺の

散じ率ないよという顔付で卵秘小さいとか紅茶の砂糖

が少ないとか文句をいいながら時間をつぶし腹を満

たすのも結構繭白い抽

午後3脚ばの茶盾を出発した.快適な補装道路は

険しい山の閥をぬって曲りくねりながらかなり急な

傾斜で酉の方へ下ってゆく由ドライブの途中で野だ

れ苑紀む花羊の死骸に食らいつく禿魔の灘を屍た苛羽

を鉱をすれば墾滋以上もある禿廠か大きな屋で死骸を踏

みつげ鋭く太い鶴でその陶を食いちぎる光景は将に鬼

気遣るもの餅ある曲ζ簑した惨酷な血なまぐさい出来

事は鞄密書り花不毛の砂漠ではごく当り前のものと一し

鶴ユ艶鰯サ沙サ賛部藩の瀞驚撚嚢謙ン詳ダ渓プ慈鏑猫婁鰯

扱て飲料氷とし叉溺い蔭叔て鮎･鋤聯戸

労災燐該鶴鞍湾鐙蔭紙斌喝紅×鍬瀦蜜球粋紙入れ叉整形し策憤

で鶴燦す義熾亨繊茎爾が隣ら紬吐錐湖サ終緕構長持ちする

に釜梯減湖で劣薫1妻入夢激魑怒�
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て展開される紀違いないの想がなじみの夢すい私翻こ

肉をさかれる羊を哀れと思い禿鷹を憎むな心を抱かせる.

陽はすっかり頂紀傾む巷胸りくねっ花道踏も直線的な

水平道路に移写変わりてζれ裏でよりは風か幾分生あ

た液かくなってきたそして間もなく狐羅磁鯛枝道

路に面する部落の申でもりとも大慧な臨d夏に到着した.

ここからJeddahまでは275虹喰吾｡すぎない､夜遅く

到着するつもりならぱ帰れないことはないが加湿釘h

へ帰着後に行わなければならない荷物の収納作業を思う

とたとえ帰り着け症としてもたいへんなので緕局

この夜はこの部落で泊るζと紀なっ花生

調査旅行最後の夜私達は人夫達の労をねぎらりて

大蜜な準を五頭購入して彼等紀贈り淀,落のこをを予

想していたであろう彼警の喜びよ資は明爵はJ嚢鎚ah

へ帰れるあい簑こともあってたいへんなもの澄拙も

ちろん今日中に畑曲kへ帰るζ&を主張してい施連

中も羊を見た&怒んに態度を豹変して明買帰篭ζと

を主張しはじめた培裏りたく偉そ引αゲを生やし

たいい為父ツァンとも思免ない彼讐のそ資した態度紀は

いき悉があきれるが屍えすいた余りの幼稚な態度を見

ているとおかしさが先に立つ.ふ巻ふ密&レ花璃紀お

おわれた大きな羊カ童キョトンとした顔付で自動車の

横に立ゆている珂ナイフを磨蓄終繊花人夫が帥噛

を見せて笑いなカミらやって来た曲有刺耐イフを持

っ液人夫が素知らぬ顔で羊に近づ巷サｰッ&左等で

羊の首を押気るの&同時ぬもザ人の人夫秘欄体を押

えた串横倒し紀なっ淀挙は必死紀な鷺て暴れ篇赫

こ夢な吻花以上所詮逃げ慈扱為ものではない串ナ

イフがキラッと洗珍革の喉笛は食いζん淀咀鮮魚か

ほとばしり砂に吸いζ凄れてゆく革は簑めく間も

なく絶命した.血糊のついたナイフを等にし花人夫の

第1鈴図芦夢ふ箭竺資翻箪総夢イ労毅潔欄篶液淋入舵麸擦腐⑳

ウェイタｰ産の芳紘餓象慾嘗シダ姜童練ン鰯ン鱗

笑顔には残忍拳が不思議にみ免ない｡

死に絶克てからおよそ蝿分後には羊は原形を凄った

くあどめていなかりた垂肉は分配され私達の分け前

は肉飯の材料をなりた軸キャンプ最後の夕食とあって

簑ヅクか腕によりをかけ花の怒ろう今夜の肉飯は申寿

美味い岳はにめて芯の圏へ来た装時は自分の目の前で

殺され淀革の肉を食べることにかなり強い気遅れを感じ

淀もの湖婁長い間の生清の申で数吏意れない程そうし

淀ζとを経験している簑も紀羊を衰れむ気持は消え去

っ花申惨醗弗情のよう溶秘食物の乏しいこの荒埼し

い砂漢で玉体満屍紀壁き抜いてゆくためには徒ら紀

家畜を麟れんでも屠られない畠しかしこのきびい･

砂漢での生清を一旦離れ巴が手秘けた家畜の肉を常食

としないでも涛む一般杜会で生活蓬:営むよ簑熔なれば

はじめて経験し液蒔の漢蔓熔施詮免一時とはい免白

分を慰めてくれた可愛い動物の頚を摘面に榮を湛えな

から切算割巷そしてその肉をQにする忍とを厭うよ

う紀なる愁るう由しかレそれはあくまでもζの砂漠を

遠く離れて生清を営むζぷの出来る人花ちだけに共通の

こと愁,

悲い疋をではある秘生れおちて以来わが予を同様

に愛しみ育落危象畜の喉を翻書その肉をむさぼり食わ

なげれぱなら柳畦清は砂漠紀生れ砂礎に育島そ

してそこで天命を金うすべ巷構命を負蚤人刺砧拶ては

避けることの脚来ないものだ担そしてそれは砂漢が

生きつずける限り果てるこをはなかるう曲

夜は翼は芯狐爽麓⑱瀞愁総菟施串薬庸⑳嚢等熔ある

悪臭の花葛慧め翻糧憾滋鑓蟻舵濃災裟将塗離れそ一

と表へ抜ゆ蝸杉愁雛藩鎧繍燦畿燃溌篤焚火の鰯夢紀

砂の上紀戴濠寝彰膨激鴻火爽麓蟻姿然滋ゆ滋硅余樫

欝螂鰯拙概嚢繍磁滋鄭で体患噌峠義調査用.章�
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疲れているのだろう.

りをうつ者もいない｡

た｡

風が昔を立てているのに寝返

太い薪を黛本くべて小屋へ戻っ

彼等の奮びを念じ拒がら私逢も久しぶりに住み

なれ花ホテルヘ展つ危,長い間人気のなかったホテル

の部屋は味気なく無事ぬ帰り着いた安心感もあって一

度腰を下るす登堂上るの慈免憶くうになる畦しかしま

ともな部麗で寝起謹し濠ともな食生活が出来ることを

感謝せねばなる塞い亭苦労の多がった長い旅路は終っ

た苗ごの旅で江とほこり熔漢みれ化身体から垢がすっ

かり詮杓蕃繋てばは五週間位はかかること想うう.

むすぴ

これ襲で至獺紀わ花って恩いつく蜜ま紀サウジア

ラビァ玉禺の場状1地質鉱床のあら蜜し調査旅行のよ

うすな竺を欝書遠ねてき花苗執筆申途で再度この国で

の勤務を余儀なく慈れ花ご竺やその他諸般の薯情で内

容の乏しいかつ断片的なもの悠なりてし凄り花躯これ

までの拙い文章の卵に多少でもζの璽の姿を兇幽し

ていた淀はれぱ華である串

縫康管襲の並揚か島この国での勤務は霧年間か限度

であると宏われて潟簑畏期間にわ花る砂漢で⑫調査業

務を勢ヤンヅの乏け喰生渚を余儀なく窓れる技術者秘

長年紀わ花りてこの禺での勤務紀誠実紀励む鴛とほ彼

等禽身かいか紀縫康管劉ζ慎璽を潮し泡をしても現状

では決して好謹しいことではないよう紀思える.

しかしこうしたことを改善するご登は技術援助の

欝鰯鰯燃滅総菰繊村遜の戴餓幾轡総隻登繊炎蜜飛ぶ鉱鞠欝源燭燧鰯査踊

へ卯ヅ夢一

篤鵬畷測跳繊簸銚然獲滋く幻隷窟幻窪人

勧}潔鮮縛禽蜜鰍吹闘瞭と答

爽絃�
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た場合にはこうした面での改善は中冷困難であり勤

勉実直な冒本人を以てしても目的を完遂す嵩上紀支障

を来さないとは限らない古

アメリカ合衆国から派遣されている調査団やフランス

から派遣されている調査団は前者に属し員本の調査団

は後者ぬ属する.従棚て前2者と後宥との聞には

いろいろの面で著レ､相違がある｡たお克はフラ

ンスの調査団の場合寮務所1蕪靹その低業務ぬ必要な

設備･物晶の騰入および現地人の雇傭などは政府が契

約した予算の枠内で貞主的に行なえるし長期にわた

って調査業務に従事する技術者のために砂漠にもっと

も適し恕作業靴を支絵しテント内を宛金にエアロンデ

イシ薫ニングして生活熔潤を与え蜜花数少ない就学

児童の施めはは本属から教師カミ派遺養れて予供たちの教

育に支障を来泰ないよう紀している胡ζのよ負な調査

団を構成す蕃技術者とその家族か可能な限りの充実し

た環境の中で不安なく業務に励み生清を営むことカ拙

来るのはその国添いわゆる開発途上園紀対する技術

援助を政策上鼠要視しその本質を屍糠めた上で相等

国と契約しそのためぽ十分虹活動出来る組織を主要機

関として設置しているからであろう｡単的にいえば

こうした技術援助の翼請ぽ対して国添即刻実状判

断を行ないそれに店じることので誉る組織と陣容とを

常備しておく必要カミあるということになるうか畠

第醐翻狛闘o脇滋顯ふもを綬広鳶嶋拙滅泌蝸忌布街(鰍･

建物のある付逝が1蓬ぽ申心)

フランス政府がこの禺へ調査団を派遺したのは1965年

春であるがこの調査団の主婁メンバｰ3名は前もっ

て数ヵ月間もJeddahに滞在して調査団のための下準

欝工瓠図J覆拙幽の外灘暫甑の広鑑で野鴬ず為巡礼讃とその章ζの

け〃の荷台は2劇こ校櫛ていて葵くは下段に女性上

段に男性が聚りている�
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けれぱならない勇在のサウジアラビア王国ではあるが

この国の若者たちは明君の誉れ高いファイ淋ル園玉⑳

方針と相接ってあらゆる分野で近代科学澄技術⑳習

得に懸命の努力を続けている｡やがて彼等は鋤下鞍

源開発の立派な技術者としてあるいは科学宥を篶で

また政治･経済部門の専門家あしで外園技術者を必要

としない近代的国象建設の主要な柱となる慧畿澄る勤､

独立独歩この園が己のカで発展の道を力強く歩慧幽

す時この園と経済的関連をもっいわゆる先艦譜園湯池

の副こ対してどのような姿勢をとるかζれは慧杓めで

興瞭深いことだ.～一マは一胃にして成娑曲登い

う諺秘ある淋商才に長けていることでは棋界憾縞潜愁

る{{アラブの商人……のこの国カミ真の独立国家陰泌懇簿並

し棋界の政治1経済界は高い飽位を占め葛凄矧逐は秘

なり長い年月を要するだろう.サウジア勇陰ア歪鰯の

誕生以来わずか36年余を経た現在荒漠たる太地を勅秘

もの顔で賊雇して村や旅人を襲いカと刃で燦薬お窟の

蓄積ぽ狂奔し花者共の姿は匁く近代園象への褒貌を胃

ざして積極的努力が続けられている｡しかしその擦

力はいつどのよう虹開花するだろうか｡

雪割草が芽生え^やがて野も山も著く繁くじい緑絶

句凄れ亀を添える数冷の花にたわむれる鱗の瓢舞清瀬

壷=奪簑春人康の顔はほこるぴ着る物の亀も模様愁講

やかさを敢戻して昆敢りは軽くなりてゆく岨しおじ&

と降る雨の瞭期を過ぎた夏強烈匁洗め下で水は施杉籔

れ山の項を目ざして汗し自然を満喫する若者達⑳姿

が消えれば紺碧の空の下には貝を奪う紐薬あ慾⑳閥塾

ぬう清刷な水の流れに誘われて遊客が足を運漆由

棉の実が熟れ霜柱が見を鳴らす秋の貝を過ぎて木

枯し秘吹き抜け木の葉も葦も枯れ果てれば深い雪に

閉された冬か再び訪ずれてくる｡このような四季に恵

まれた国では人寿の心も行動もそして衣も時候に庵

じてめ護ぐるしく変わり人膚は自己の生清の向上と

それにうるおいをもたせるため紀釦らず知らずの中に

相互に競う生活に明け暮れる｡そしてその競争は止

まる所を知らず文明の発展と共ばより激し蜜を加克て

ゆく｡国の繁栄も文化の発展もこうした気候風土ぽ

基づいて起こる諸康の競争ぽ根ざしそしてそれに刺

激されてより次元の高いものへ移り変わりてゆくこと秘

案琳多いのではなかろうか｡きびしい寒さだけの中に

明け暮れあるいは耐免難い程の暑さ愁げの世界に乏

しい水を頼りに息づく国熔はもちろんその国独自の

文化はある,しかしそうした国に四季に恵まれた国

に芽生克そして育った文化をはるかに凌駕する文化が発

達した例を私は知らない.アラブの勇気と頴知は確

か絶絢欄愁篇救繋せン文化を築巷踏げはし花秘楊国を

そ鰯恩慈鰹浴巻棲るζ裟は胴衆勧め施由

慧夢杉花蝿捌輔登づいて造の鰯の将来を橡う騎そ

⑳輝燕が映漉位を縛る凄恐紀は戦乱⑳抵塗治滋で独

並園象螢創設戎澄蜜菊の勲坊別勤施唄施余儀なくさ

れ愁蕃悩熔勝藩鉦愁劣ら滋薔灘滝耐免な淋ら歩を進めな

は杓ぽ松鰺ないこ恕を痛感ず箏名欝の替商いフアイ

籾淡塞溝注位を愛け継いで§締を経液鶏狂串東戦争1

イ瓢一劣絃戦争1ア努ン紛幾1ア茅ブ諸園閥の不和を通

岱懇至も園蔑もサ費ジァ費ビァ笠團の使命の璽大慈を

ぷ蔓一層痛感じそじて含後進敬或替犬踏線を敷く拠

り拠塾蒐贈泌花ζお愁る簑.そむて驚⑳園は宥沸資

源抽数び慧杓以外の地下欝源の開発1各種の産鰯繋鶏と

教育1福刹陶土欝を串心悠篶てより遊代化へ⑳遺をカ

強く遼滋芯&想る蚤刮

植界⑬政治1経涛界隠強い羅饗カをも須真の猿並園蒙

差レての地位を煮める漢で縫関遠諸鰯然芯の園ぽ対

しで竺⑳裟夢な激策を狡の漢萱終艦めてゆくかは慈わ

め芯興醸⑳あ篭閥題⑳一つである辛少なくとも看油

利権の契約潮隈の翻来を擦蒐て鰭園は孜資鳥度な秘策

を畿り強カ紀榔し進めてゆく紀ち淋いない苗そしてそ

の動慧はすで績始められてい蕃を恩勅れ墨苛

属津の盃薬界終大巷な巌饗カをもつサウジァラばア王

餓婁棚勤砧吻てもっおよく鏑られで批咽の一っ

で海るζおは閥遼いない山遼しで忽の園をより広くか

つ欲抄深く蜘る夢とす葛時秘逮は彩の宗教的鷲景を無

携することは出来匁い｡綱禿前抽次そ660隼インド

のカビラ城の太子として生裳れたシヤカ族のゴｰタぐ｡

シツダルタ添人生問題ぽついての苦悩の未に菩提樹

の下で真理を悟りシヤカ族の聖者となって以来広がっ

た仏教ではあるが今はその発生の地には仏教徒はむし

ろ少ない､こうしたことほ仏教に限らず世界第一の

宗教として知られているキリスト教にもみられる.19

6遂年替キリスト生誕の地ベツレヘムを訪づれた私に

案内をしてくれた若者は住民のおよそ80%カミイスラム教

徒であると語っ危が私はこの現実を見肌で感じて

と塞どいを覚えた｡現在のサウジァラビァ王国に発生

篶たイ渓タム教は潟よそ轟億の信徒を宥する世界三大

宗教の一つとなったがその発生の地で生活を営む人々

のすべて秘その教あ書びしい戒律の下で淀くましく

生書続けている､こうした大きな相違カミ何故にあるの

か凸その秘められ淀ものを抜きにしてこの国を見そ

して語るかぎりこの国の真実の姿を如ることはむずか

しかる簑由(筆者は鉱床部)�


